
○ 外交・防衛等の安全保障及び大規模災害等への対応等
の危機管理のために必要な情報の収集を主な目的とし
た情報収集衛星の開発等を行い、政府の情報機能を強
化します。主に以下の施策を実施します。

（１）光学・レーダー衛星各４機及びデータ中継衛星を
加えた機数増により、１０機体制が目指す情報収集
能力の向上を早期に達成するため、着実に衛星開発
を進めます。

（２）即時性の向上やデータ量の増加に対応した地上シ
ステムの開発を進めます。

（３）情報収集衛星システムの機能・性能の向上を図る
ため、重要技術の先行研究開発を進めます。

○補正予算においては、上記のうち、前倒して着手可能
なものについて、着実に開発工程を進め、打上げ遅延
リスクを低減します。

事業概要・目的

資金の流れ

○外交・防衛等の安全保障及び危機管理のために必要な
情報の収集を確実に行い、安心・安全な暮らしの実現
に貢献します。
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情報収集衛星
（光学・レーダー衛星）

データ中継衛星

地上局

＜機数増の概要＞

・光学・レーダー衛星各４機により、地球上の特定地点
を１日に２回以上撮像することが可能。

・追加する衛星を基幹衛星と異なる時間帯に配備するこ
とで、様々な時間帯での撮像が可能。

・データ中継衛星の利用により、伝送時間を大幅に短縮

し即時性が向上。

情報収集衛星の開発・運用事業費（内閣衛星情報センター）

７年度予算案 ６２２.４億円 ６年度補正予算額 ３２５億円
（６年度予算額 ６２２.5億円 ５年度補正予算額２７５億円）
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参考資料

平成 令和

年度 年度 以降

時間軸多様化衛星（光
学）の後継機

データ中継衛星１号機

レーダ１０号機(H3)

光学１１号機(H3)

時間軸多様化衛星
（光学）

時間軸多様化衛星
（レーダ）

光学８号機

レーダ８号機(H-IIA)

光学９号機(H3)

レーダ９号機(H3)

光学１０号機(H3)

13 15 16

レーダ３号機

レーダ４号機

光学５号機

レーダ５号機

光学６号機

レーダ６号機

光学７号機

レーダ７号機

6 7 8 11 122 3 4 5

衛星技術の調査研究
（重要技術研究開発等）

1423 24 25 26 27 28 9 1029 30 元

研究開発

研究開発

△

研究開発

研究開発

研究開発 △

△

△

△

△

△

△

研究開発 △

研究開発
調査
研究 △

△

研究・開発及び打上げスケジュール

研究開発 △

△研究開発

△研究開発

研究開発 △
１号機
△

２号機

△
１号機 ２号機

△研究開発

研究開発 △

研究開発

研究開発

研究開発

△

△研究開発 △

（７年度予算案）

３７４億円

情報収集衛星の

運用等の経費

重要技術研究開発等
短期打上型小型衛星システムの実証研究 △

（７年度予算案）

３０億円

衛星技術の

調査研究経費

運用中

９機

※レーダ３号機、４号機、

５号機、光学５号機、６号機

は運用見込期間を超過

開発中９機

新規開発３機

運用中

（６年度補正予算）

３２５億円

情報収集衛星の

開発経費

（７年度予算案）

２１８億円

情報収集衛星の

開発経費




